
操作編

電池切れで解錠できなくなった場合
万が一、電池切れで解錠できなくなった場合の解錠方法を説明します。

室外側（リーダー部）の起動ボタンを押して
も動作せず、以下のようになる場合は、電池
切れの可能性があります。

• バッテリー LED が点滅（早い点滅）し、
「ピーーッ」と鳴る。

• 起動ボタンを押しても全く反応しない。

全く反応しない

早い点滅

※ 非常用電源駆動時は、各種設定、登録・抹消操作は行えません。

※ 非常用電源駆動時は、簡単施錠はできません。

❶ 角型アルカリ 9V電池を１個準備します。

❷ シリンダーカバーを開けます。

❸ シリンダーカバー内の非常用電源端子に、
角型アルカリ 9V 電池の端子をしっかり
と接触させます。
非常用電源端子に接触させる電池の向き（＋
／－）は、どちらでもかまいません。
「ピーーッ」と鳴り、LEDが全て点灯します。そ
の後、カード操作またはテンキー操作の表示 ( 起
動ボタンを 1回押した状態 ) になります。

全LED点灯

非常用電源端子

❹ 角型アルカリ 9V 電池を接触させたまま、
カード操作またはテンキー操作を行いま
す。
操作方法は通常時と同じです。OR認証の場合
は起動ボタンを押すと、カード操作とテンキー
操作が切り替わります。

解錠 LEDが点灯し、解錠されます。

角型電池を接触させたまま操作

❺ ドアを開けます。
解錠後は速やかに電池を交換してください。
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電池交換について
操作時に本体が「ピーーッ」と鳴りバッテリー LED が点滅（遅い点滅）したら、電池の交換時期です。
早めに電池交換を行なってください。
単三アルカリ電池または単三リチウム電池（0℃未満の場合）を 4本用意して、以下の手順で電池交換を
行なってください。

※ 電池寿命は 1日 10 回の施錠／解錠操作を行なった場合で約 2年です。

※ 寒冷地（0℃未満）では単三リチウム電池（推奨電池：エナジャイザー社製 LIT BAT AA 同等品）を
ご使用ください。アルカリ電池での使用温度は 0℃以上となります。

※ 電池切れとなり、解錠できなくなった場合の解錠方法は、「電池切れで解錠できなくなった場合」

 電池の向きを間違えないでください。故障の原因となります。

 古い電池と新しい電池を混在して使用しないでください。

 アルカリ電池とリチウム電池を混在して使用しないでください。

❶ 室内側の電池カバーを取り外します。

❷ 古い電池を取り出したあと、設定ボタン
を 1回押します。
古い電池は前 2本を取り出したあと、ストラッ
プを引いて残り 2本を取り出します。電池を
取り出したあと、設定ボタンを 1回押してく
ださい。（または電池取り出し後、30 秒程待っ
てから新しい電池を入れてください）（※1）

❸ 新しい電池と交換します。
ストラップを電池ボックスの奥に通し、極性
に注意してマイナス側から挿入してください。
電池交換後、「ピーーッ」と鳴り、LED が全点
灯します。

ストラップ

マイナス側から 
挿入

❹ 電池カバーを取り付けます。

※1 設定ボタンを押さず、電池をすぐに交換した場合、電池切れ警告がリセットされない場合があります。
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